
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

二

七

一

号

漢
字
「
碍
」
の
常
用
漢
字
へ
の
追
加
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

赤

松

正

雄
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漢
字
「
碍
」
の
常
用
漢
字
へ
の
追
加
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
十
九
年
ぶ
り
に
常
用
漢
字
表
の
改
定
が
行
わ
れ
、
新
し
い
常
用
漢
字
が
文
化
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
平
成
二
十
二
年
十

一
月
三
十
日
に
内
閣
告
示
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
「
鬱
」
「
賂
」
「
淫
」
な
ど
百
九
十
六
字
も
の
漢
字
が
追
加
さ
れ
た
。

文
化
審
議
会
漢
字
小
委
員
会
が
ま
と
め
た
改
定
試
案
に
対
す
る
意
見
募
集
で
は
、
第
一
次
、
第
二
次
の
試
案
、
い
ず
れ
に
お

い
て
も
「
碍
」
の
追
加
要
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
内
閣
告
示
の
約
三
ヶ
月
前
に
行
わ
れ
た
、
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議

の
「
『
障
害
』
の
表
記
に
関
す
る
作
業
チ
ー
ム
」
が
行
っ
た
意
見
募
集
で
は
、
「
障
碍
」
と
「
障
害
」
を
支
持
す
る
意
見
が
、

と
も
に
約
四
割
だ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
碍
」
は
新
し
い
常
用
漢
字
と
し
て
追
加
さ
れ
な
か
っ
た
。

「
害
」
に
は
否
定
的
印
象
が
強
い
と
し
て
、
自
治
体
に
お
い
て
は
条
例
や
部
署
名
等
に
「
障
が
い
」
を
使
用
す
る
例
が
各
地

で
見
受
け
ら
れ
る
。
一
方
で
、
「
碍
」
が
常
用
漢
字
化
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
使
用
す
る
方
向
で
検
討
す
る
と
い
っ
た
自
治
体
も

あ
る
。
た
だ
し
、
「
碍
」
は
常
用
漢
字
表
に
は
な
い
文
字
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
検
討
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
。
ま
ず
は

「
碍
」
を
常
用
漢
字
に
加
え
、
「
障
が
い
」
等
と
同
じ
条
件
で
表
記
の
検
討
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
表
記
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、
「
表
記
だ
け
変
え
て
も
仕
方
な
い
」
「
差
別
や
偏
見
を
取
り
除
く
こ
と
が
先
決
」
と
す
る

見
方
が
あ
る
一
方
、
「
言
葉
を
変
え
る
と
意
識
や
社
会
の
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
る
」
「
『
害
』
を
不
快
に
思
う
人
が
わ
ず
か
で
も

一



い
る
な
ら
配
慮
す
べ
き
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
る
。
ま
た
、
我
が
国
は
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
に
向
け
た
準
備
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
こ
の
条
約
の
外
務
省
の
仮
訳
は
『
障
害
』
を
使
用
し
て
い
る
が
、
漢
字
圏
で
は
『
障
碍
』
が
一
般
的
で

あ
る
」
と
の
指
摘
も
あ
る
。

こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

常
用
漢
字
選
定
の
基
準
を
示
さ
れ
た
い
。

二

現
行
の
常
用
漢
字
は
全
て
「
一
」
の
基
準
を
充
た
し
て
い
る
と
考
え
る
か
。

三

「
碍
」
を
新
常
用
漢
字
表
に
加
え
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

四

中
国
、
韓
国
等
、
漢
字
圏
に
お
い
て
は
、
我
が
国
が
法
律
等
で
表
記
す
る
「
障
害
者
」
と
同
様
の
使
用
例
は
あ
る
か
。

五

内
閣
と
し
て
「
碍
」
を
常
用
漢
字
表
へ
追
加
す
る
意
向
は
あ
る
か
。

六

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
の
「
障
害
者
制
度
改
革
の
推
進
の
た
め
の
第
二
次
意
見
」
で
は
「
障
害
」
の
表
記
の
「
今

後
の
取
組
」
と
し
て
「
今
後
、
更
に
推
進
会
議
に
お
い
て
も
検
討
を
進
め
、
意
見
集
約
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

「
『
碍
』
を
常
用
漢
字
に
追
加
す
る
よ
う
提
言
す
る
こ
と
の
適
否
に
つ
い
て
、
併
せ
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る

が
、
第
二
次
意
見
が
ま
と
め
ら
れ
た
平
成
二
十
二
年
十
二
月
か
ら
現
在
ま
で
の
約
一
年
半
の
間
、
推
進
会
議
で
「
検
討
」

二



「
意
見
集
約
」
が
行
わ
れ
た
事
実
は
あ
る
か
。
ま
た
、
国
は
推
進
会
議
の
実
質
的
な
後
継
組
織
で
あ
る
障
害
者
政
策
委
員
会

に
「
検
討
」
「
意
見
集
約
」
を
促
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

七

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
で
の
議
論
で
、
「
碍
」
を
追
加
す
る
べ
き
と
い
っ
た
結
論
に
至
っ
た
場
合
、
国
は
直
ち
に

文
化
審
議
会
に
検
討
を
要
請
す
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


